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大山広報
昭和 54年 10月12日発行

与： No.359 （編集）

九州大学広報委員会

第二田中央図書館貴重文物展観目録

（中央図書館）

は し カ3 き

大学広報第 35・0号（昭和 54年 5月7日発行）でお知らせしましたように、

中央図書館は今年度から特定のテーマを選んで本館所蔵の貴重な文献や書画

類を逐次展観していくことにいたしております。

その第二回として「通貨がしめす歴史の教訓」というテーマのもとに、第

一次世界大戦前後のドイツ紙幣を中心として、当時の帝政ロシア、オースト

リア・ハンガリア、ポーランド等の珍しい紙幣を下記iとより展示公開するこ

とにしました。教職員や学生諸君が多数来観されるよう C案内いたします。

々お、今回の展示に際しては、展示紙幣等の選定・配列・解説等につき経

済学部の荒牧正憲教授にひとかたならぬ御尽力と御指導を頂きました。ここ

に衷心より御礼申し上げます。

記

場 所：中央図書館メインロビー

期 間： 9月 11日から 12月 15日まで

（約 3か月間）
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展観資料とその解説

I 北欧諸国の銀行通貨（ 1 9世紀末から 20世紀初頭の〉

例炉司p ，円安 3長 j..1地

イ）ロシア国立銀行券（ 1 8 8 9～1 9 0 9 ) 

乙れは別名ニコライヱフスキー銀行券とよばれた。 1ルーブル券を別とすると、その他

はすべて、ロシア最後の皇帝ニコライ E世の在位中（ 1 8 9 9～1 9 1 7 ）に発行された

ものである。王冠K権威づけられた正真正銘の見換銀行通貨であるが、後述の経過からみ

て、まさにロマノフ王朝の最後を飾るにふさわしい時期に陽の目をみたものである。

ロシアは、西ヨーロッパ諸国よりずっと遅れて資本主義的発展の道を歩きはじめたが、，

1 9世紀末から 20世紀のはじめにかけて、乙の道を急速につき進んだ。後発資本主義国

に特有な封建遇制（おくれた封建的農業制度とツアリーの専制政治）を多く残しつつもロ

シアは、西欧の機械技術と資本を導入し、また国家財政の支媛のもとに経済の重化学工業

化を進展させたのである。乙れはまた資本の集積と集中との進展、独占資本の形成、つづ

いて金融資本の寡頭支配の実現の過程でもあった。ロシアの国立銀行は 18 6 0年K創設

された。乙れが、中央発券銀行に成長したのは、金本位制採用後の 19世紀末の乙とであ

る。乙の国立銀行を頂点に、第 1次大戦前までに、 50行の株式銀行、 1,1 0 8の相互信
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用組合、 31 7行の都市銀行が出現して活動し、またフランスおよびドイツの資本参加を

背景に先述の金融寡頭支配が形成された。 19 0 3～I 3年のブーム期に治金工業、機械

工業、石油、セメントミ砂糖、煙草、私鉄、海運などの重工業化に寄与した株式銀行は、

大戦の開始とともに国庫の不足を満たし、また産業や商業および株式投機などにも介入し、そ

の寄生性を強めた。 19 1 7年までに、銀行は 46 8の工業および非工業部門の資本を支

配し、株式会社企業の I9 ~彰、資本金の 4 4 9援を独占した。この金融資本の力が王冠の権

威を支え、またこの通貨の通用力を保証したのである。しかし、 I8 9 8年には社会民主

労働党が産声をあげた。日露戦争（ I 9 0 4～1 9 0 5 ）、血の日曜日（ I 9 0 5 ）、

戦艦ポチョムキン号の反乱（ 1905｝、ストリピンの弾圧政治などを経て反体制派の活

動も前進した。 19 0 5～1 9 0 7年の革命は、 19 1 7年 2月のブルジョワ民主主義革

命の導火線となり、また l0月社会主義革命への道をも切り開いたのである。 I9 1 7年

国立銀行はソビエト権力によって国有化され、ロマノフ王朝も終駕した。金融資本の支配

力が革命政権iとより取って代られたからである。

ロ）オーストリア・ハンガリア銀行券（ 1 9 0 2 ) 

オーストリア・ハンガリア銀行の設立は 18 1 6年であるが、 I8 7 8年までにオース

トリア国立銀行となり、さらに18 9 9年に株式銀行となって金および現金通貨を準備に銀

行券を発行する銀行となった。つまりオーストリアとハンガリアにまたがる独占的発券銀

行となったのである。乙の銀行券は、見換されなかったが、鋳造価格で買上げる乙とを同

行に義務づけていたので、金価値と同じ値うちで流通した。ところで、才一ストリア、・ハ

ンガリア王朝（ I 8 6 7～I 9 1 8 ）は、プロシヤ戦争後、ハプスブJレク”王朝の再建のため

オーストリアのブルジョワ階級とハンガリアの地主階級の連合で樹立されたものである。

二重王国の建設により、国内の民族解放運動と民主主義闘争を抑圧しようとの意図は、結

局は、第 1次大戦後の解放運動やソビエト革命の成功によって果せず、 19 1 8年に崩壊

し、オーストリア、ハンガリア、チェコスロパキアにそれぞれブルジョワ国家が生れた。

同行は、 l9 2 2年にオーストリアの国立銀行となった。

ハ）ポーランド国紙幣（ I 9 1 9 ) 

ポーランドの資本主義化は 19 0 0～0 3年の恐慌が契機となって進められた。産業の

集中と独占化が進んだが、ロシア、ドイツ、オーストリアによる分割支配下での資本主議化は、

同時に乙れら支配国の資本にますます従属する傾向をっくりだした。乙の過程で、ボーラ
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ンドとリスワニア国の社会民主党、ポーランド社会党、民族民主党、ポーランド社会民主

党などが生れ、また労働者や農民のストライキも高揚したが、第 1次大戦後ポーランドは、

ポーランド社会党の指導者を首班とする政府をもっ乙とになった（ l 9 l 8年 ll月）。

乙のパドレフスキー政府は反ソ政策をとり、ポーランド・ソビヱト戦争K参加し（ 1920

年4月）、また共和国憲法を制定して言論、集会、出版などの権利をみとめたもののその

基礎が固まらず（ l 9 2 l年3月）、 l9 2 4年4月、クーデターによってより反動的な

ピウスツキー内閣の成立を許すこととなった。この紙幣はこうした激動期に発行されたも

のである。

ニ）ウクライナ紙幣（ 1918)

ウクライナは、 l9世紀後半に黒土地帯の小麦生産の資本主義化が進み、「世界の穀物

倉」といわれたと乙ろである。 l9 l 7年のソビエト革命後、ウクライナでも反革命勢力

と革命勢力とのいわゆる内戦がつづくが、 l9 l 9年、ウクライナ社会主義共和国を宣言

してソビエト連邦に参加することとなった。これは内戦中の発行になる紙幣である。

ホ）ライヒス銀行券（ l 9 l 0ハ帝国金庫証券

ライヒス銀行は l8 7 5年 3月の銀行法によって設立された（前身は l8 4 6年設立の

プロシャ銀行）。これに先立つ 7l年と 73年の貨幣法によって、ドイツは普仏戦争によ

る賠償金 50億フランを基礎に金本位制を導入し、また l8 7 4年の法律で帝国金庫証券

( RcichEikassensichein ）を発行する措置をとり、設立されたライヒス銀行を中央発券銀

行としたのである。帝国金庫証券は金証券に類する性格のものであるが、ライヒス銀行券

はl9 l 0年に法貨となり、また金、金地金または外貨払いの小切手または指図証で見換

される（最低 1,00 0マルク）銀行通貨であうた。いうまでも主くドイツは、「五つの強

を同時に手玉にとる」ピスマルク外交によって勢力均衡をはかり、対内的にはユンカーと

独占資本の利害均衡の上に帝国統？を目指して、 J91世紀末には帝国主義国へと大きく飛

躍した。それとともに対外侵出の足場を固めはじめるようになった。

大戦前のドイツは、石炭業、鉄鏑業を主主軸として電機工業、機械工業、交通業が目ざ

ましい成長をとげ、生産の大規模化がおどろくべきテンポで進展した。それとともに、100

分のl足らずの大経営が労働力の3分のl以上、蒸気力と電力の7割5分以上を独占するようにな

った。乙の過程に併行して、銀行独占も進み、ベルリン 9大銀行は「総合銀行」といわれ

るまでに広範に信用業務を独占し、全信用銀行の資本金の 7割以上、資金のほぼ7割を支
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配下におくようになった。こうして成立した金融資本は、株式制度を通じて資本の面から

も管理の面からも支配機構を強め、さらには国家をもまき乙んて＼植民地支配のための活

動を積極的におし進めるようになったのである。展観のし 00 0マルク券は、ドイツ帝国

主義の象徴であり、またホーへンツオレルン家を支える大黒柱でもあったのである。

n 大戦とインフレとライヒス銀行券

電撃戦と考えてはじめられた第 1次大戦は4年間の長い恐ろしいたたかいとなった。軍事

費は急増し、ドイツ国民は、自給自足のきびしい耐乏生活をよぎとCくされる乙ととなった。

いわば孤立無擾の帝国主義戦争だったのである。 1,0 0 0億マルクをこえる軍事費は主に戦

時公債（ Kriegsanleihe）で調達されたが、そのための貨幣・金融制度の改革が、開戦とと

もに着手されたー

I 9 I 4年の銀行法の改正によって、まず、ライヒス銀行券と帝国金庫証券の金見換が停

止された。そして、大蔵省証券（ Schatzanweisungen ）がライヒス銀行券発行の保証準備

の枠内にくみ乙まれる乙とになった。また、ライヒス銀行管理下K貸付企庫が設立され、同
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行で貸付の担保となりえない有価証券や商品を担保とする貸付をみとめ、また貸付金庫証券

( Darlehnskassenschein）発行の権限をあたえた。と乙ろで、乙の貸付金庫証券は私的取引

では強制通用力はなかっったが、公金庫では収受され、ライヒス銀行はこれを正貨準備に充

当することができたので、これはいわばライヒス銀行券の変形であった。乙うして軍費調達

が容易にされた。もっとも帝国は、長期国債の公募によって散布された資金を吸収し、イン

フレを抑える対策も講じた。市中銀行、貯蓄金庫、信用組合、生命保険会社、郵便局など応

募機関となった。乙の短期公債の長期公債による借換えは 19 1 6年 3月とろまでは成功し

たが、それ以後は尻抜けとなったのである。物価は 19 1 3年を基準として 18年 11月に

は2.3倍、 19年 11.月には 6.τ8倍ととEった。

大戦中は、開戦時にくらべ、ライヒス銀行券は 29倍にふえたが、帝国金庫証券や私立銀

行券の発行額はきして増加しなかった。また紙幣は 9倍にふえたが、金貨、補助貨は 0.04 

9桜花まで減少した。 19 2 2年末にはライヒス銀行券は 44 1倍、紙幣40 4倍となり、ま

た貸付金庫証券は 13 4億 5.00 0マルク発行された。金貨、補助貨は流通からまったく姿

を消した。ライヒス銀行券は金融資本の力によって誕生して成育し、戦争をかかえた金融資

本によって減価の度をふかめられた。

しかし、インフレのテンポが急角度をたどるようになったのは 19 2 3年 7月頃からであ

った。巨額の公債、賠償負担、動員解除K伴う諸経費、復興費をかかえたドイツ経済は、天

文学的数字で示すほどの財政需要を必要とした。 19 2 3年 1月のヲランス・ベルギーの両

軍のルール侵攻、ライヒス銀行のマルク支持策の破産を契機にインフレが爆発した。物価は、

はじめは週Cとに、やがて 1日ととに、ついには同じ日の 1時間Cとに上昇した。絶頂の11

月20日の卸売物価ほ、なんと、戦前の 1兆 4,1 3 4億倍となった。濫発された紙幣がだん

だん大額になるのは当然としても、とうとう印刷が聞に合わなくて、裏が白紙のまま流通に

出された。 19 2 2年7月以降のものはすべて裏が空白である。王冠もなくなっているし、

金融資本の力も完全に失聾しているo 乙のインフレは 23年末のマルクの設定（ Iレンテン

マルクを 1兆円紙幣マルクと交換）、 24年の新貨幣単位の制定で治まったが、それにはきび

しい財政負担が代償となった。
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E 緊急通貨

画制an幽岨省幽rlU・猛喜
岡田・ H・Eヨ圃，弓，.－－ .-l ・a週陶E’E’B 3ョ・・・..
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大戦開始とともに、小額通貨不足を緩和するため、地方公共団体、商工会議所、大会社、

工場などが緊急通貨（ Notgeld ）を発行しだ。約 40 0もの発行主体が、 2,00 0種以上

の通貨を発行した。開戦時の発行総額は 1,0 0 0万マルクだったが、 I9 2 4年 1月には 1

億 1,0 0 0万マルクに達した。 I9 2 2年 7月 17日の「緊急貨幣発行および見換法 JfLよ

り、政府は、見換による緊急通貨の回収を画り、また新規発行の担保差入れや大蔵大臣の許

可などの制限を設けようとしたが、完全に規制する乙とはできなかった。

乙れは狭い地域や自治体内部で流通したが、それ自体通貨としての値うちに乏しいものだ

ったので、図柄を多彩にしたり、連続した物語りをのせたりよまた当時の民衆の心理を利用

する警句や詩をつづったりして、人々が収集したくなるように工夫したものが多い。とくに

興味をひくことは、 ζれまでのドイツの歴史過程を初ふつさせるいわゆる Burgfriede （域

内平和）が恨づよい生命力をもっていることである。十分な調査と検討に価する資料である。

展観資料を二群Iと分けてみた。第一群は発行主体を基準にしたものである。コルバッハ市、

軍票、修道院所領管理部発行、エルパーフェルド市、アーレン市、ボメルン地方ラウヱ

ンプルグ市、モスバッハなどから出されたものを展示した。ケルン市発行のインフレ時のも

のは大額になっている。第二群は画柄の面白いものをならべてある。 ドイツ農民戦争の指導

者トマス・シュンツァゆかりの地のアルステット城、教会、市役所などが画かれている。ま

た、アルテンブルグ城にまつわる物語り、ゲルマン人のローマ攻略物語、敗戦と植民地喪失、

重い賠償負担Kたいする警句などがあり、興味っきとEいものがある。
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